
神奈川県の活断層 
 

１. はじめに－神奈川県の地形と活断層の概要 

神奈川県の地形は、県中央部を流れる相模川の沖積平野を境に西部と東部に大きく分けること

ができます。西端部には箱根火山がひろがり、その北東側には標高 1500m に達する丹沢山地があ

ります。箱根火山の東には酒匂川が作る足柄平野を隔てて大磯丘陵があります。丹沢山地と大磯

丘陵との間には活断層の動きで生じた秦野盆地があります。 

それに対して相模川の東には相模原台地、横浜付近の台地、そして丘陵と台地からなる三浦半

島というように標高の低い丘陵、台地(河成段丘、海成段丘)がつらなり、東京都との境には鶴見

川と多摩川がつくる沖積平野がみられます。 

このように県内には活火山、活断層、河成段丘、海成段丘など、最近の地殻の活動を示す地形

が多く発達しています。たとえば大磯丘陵の南縁には約 6000 年前に隆起した海成段丘があり、

三浦半島には約 10 万年前以降の隆起を示す海成段丘があります。また、相模川や多摩川に沿っ

ては河成段丘も発達しています。 

このような活発な地殻変動を反映して、神奈川県は関東地方の中でも活断層の密度が高い県と

なっています。県内には、神縄・国府津－松田断層帯、三浦半島北断層群(衣笠断層、北武断層、

武山断層)、三浦半島南断層群(南下浦断層、引橋断層)、伊勢原断層、秦野断層、渋沢断層が分

布しています(表 1)。それらのいくつかは上に述べた大きな地形の境界にみられ、最も活動度の

高い神縄・国府津－松田断層帯は相模湾内のプレート境界につながっていると考えられます。こ

れらの活断層が活動すれば大きな災害をもたらすことになります。したがって、活断層の正確な

位置、性質、活動間隔などを知ることは防災上きわめて重要であります。 

 

表１ 神奈川県内の主な活断層 

断層名 長さ 活動度 最新活動時期 平均活動間隔 評価の概要 

神縄・国府津 

－松田断層帯 

約 16km+海域 A,(一部 B,C) 650～900 年前 1000～1100 年 次の活動は今後数百年以内に

起こる可能性が高いです。 

三浦半島北断層群 20km 

衣笠断層:13km 

北武断層:12.5km 

武山断層:9km 

A～B 500～1000 年前 1000～16000 年前 次の活動は今後数百年以内に

起こる可能性が高いです。 

三浦半島南断層群 7km+海域 

南下浦断層:3.7km 

引橋断層:1.9km 

B～C 2.2 万～2 万年前 不明(6100 年以上) 次の活動は不明です。三浦半島

北断層群に比べて活動度は低

いと推定されます。 

伊勢原断層 約 13km B 2000 年前以降、

西暦 1707 年以前

3300～5000 年 次の活動まで千数百年以上の

時間があると推定されます。 

秦野断層 約 3.5km A～B 約 1.7 万年前 

またはそれ以降 

不明 国府津－松田断層の活動に付

随して活動する可能性があり

ます。 

渋沢断層 約 6km 

渋沢西断層:1.7km 

渋沢東断層:5.4km 

A～B 1 万年以降に活

動があった可能

性が高い 

不明 活動時期は明らかでないが、神

縄・国府津－松田断層の活動に

付随して活動する可能性があ

ります。 

活動度 

活断層の活動の程度は長期間でのずれの累積量から判断します。長期間のずれ量をその期間の年

数で割った値(平均変位速度)で、その活断層の活動度をあらわします。活動度は A 級、B 級、C

級に分けられます。 

活動度 A 級:1000 年あたり 1m 以上 10m 未満 

活動度 B 級:1000 年あたり 0.1m 以上 1m 未満 

活動度 C 級:1000 年あたり O.1m 未満 



神奈川県では、1995 年の兵庫県南部地震以降、国の支援を受け、地元市町村とも協力して、専

門家をメンバーとする神奈川県地域活断層調査委員会(表 2)の指導を受けつつ、神奈川県内の主

要な活断層の調査を進めてきました。平成 15 年度の事業の一環として、県民の皆さまに活断層

に関する正確な情報を知っていただくために、今までに得られた成果の要点をまとめることにい

たしました。以下には、各活断層についての調査結果の要約を示します。 

 

表２ 神奈川県地域活断層調査委員会構成(平成 15 年度) 

委員長 太田 陽子 横浜国立大学名誉教授 

委 員 伊藤 谷生 千葉大学理学部教授 

委 員 上杉 陽 都留文科大学教授 

委 員 佐藤 比呂志 東京大学地震研究所助教授 

委 員 松島 義章 玉川大学農学部非常勤講師 

委 員 水野 清秀 産業技術総合研究所活断層研究センター 
主任研究員 

委 員 山崎 晴雄 東京都立大学理学部教授 

委 員 渡辺 満久 東洋大学社会学部教授 

 

２. 神縄・国府津－松田断層帯 

神縄・国府津－松田断層帯は丹沢山地の南麓から大磯丘陵西縁、国府津を経て相模湾内へ続く

活動度 A 級の活断層です。相模トラフから沈み込むフィリピン海プレートの運動と密接に関係す

ると考えられています。しかし、その活動は相模トラフ沿いで発生するプレート間地震と連動す

るのか、独立に活動するのかまだ判っていません。 

神縄・国府津－松田断層帯は国府津－松田断層、松田北断層、日向断層、平山断層から構成さ

れています。これらの活断層については平成 13 年度からの 3 年間にトレンチ調査、ボーリング

調査などを行いました(図１)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地震調査委員会(1997)は神縄・国府津－松田断層帯の調査成果として「この断層帯では、現在

を含む今後数百年以内に、変位量 10m 程度、マグニチュード 8 程度の規模の地震が発生する可能

性がある。震源域は断層全体とその海域延長部に及ぶと考えられる。ここでマグニチュード 8 程

度とは 8±0.5 のことである。」としました。その根拠は、足柄平野の沈水現象の時期や鴨宮段丘

の形成などを重視して、国府津－松田断層の最新活動を約 3000 年前、平均活動問隔を 3000 年と

考えていたためです(水野・山崎,1997)。この時点では断層露頭が見つかっておらず、活動期を

示す証拠は不十分でした。 

しかし、平成 14 年度の小田原市曽我原におけるトレンチ調査によって活断層の露頭がはじめ

て確認され、国府津－松田断層の最新活動時期は AD11OO 年～AD1350 年頃(650～900 年前)という

ことが明らかになりました(神奈川県,2003)。最新活動を示す断層はトレンチで奈良・平安時代

の C 層を切り、鎌倉時代の B 層に覆われています(写真 1)。その年代は地層に含まれる土器や茶

碗片の時代、14C 年代測定から推定しました。この最新の活動時期を宇佐美(1996)が示した歴史地

震の記録と対照させると、AD1257 年の関東南部の地震(M=7.O～7.5)と AD1293 年の鎌倉の地震(M

≒7.O)の二つが候補にあがります。しかし、現段階では最新活動と歴史地震との関係は特定でき

ません。 

同じ曽我原地点における平成 15 年度のトレンチでは、4 回の断層活動が確認されました。年代

測定によって、最新の断層活動 1 は約 650～900 年前、断層活動 2 は約 2000 年前、断層活動 3 は

約 2600 年前、断層活動 4 は 2600～4000 年前(層序からみると 4000 年前に近い)と推定できまし

た。断層活動 1 と 2 との間隔は 1100～1350 年、断層活動 2 と 3 との間隔は約 600 年、断層活動 3

と 4 の間隔は 1400 年以下で、バラツキがありますが、国府津－松田断層の平均の活動間隔は 1000

～1100 年となります(神奈川県,2004)。 

将来の活動については、過去 4 回の断層活動の平均活動間隔は約 1000～1100 年であり、最新

活動から 650～900 年経過していることから、国府津－松田断層は近い将来(数百年以内)に活動

する可能性が高いと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 国府津－松田断層、平成 14 年度曽我原トレンチ(小田原市曽我原) 

小田原市曽我原において神奈川県が平成 14年度に掘削したトレンチでは、礫層、砂層、腐植層(黒

い地層)を 2 本の逆断層が切っている。断層に切られる地層からは平安時代末の土器片が、断層を

覆う地層からは鎌倉時代の茶碗片が発見され、最新活動は 650～900 年前であることがわかった。 



国府津－松田断層は国府津の海岸から大井松田インター付近まで続き、そのさきは西に方向を

転じ、松田北断層(山崎・町田,1981)に連続します。さらに北西には日向断層(徐,1995)や平山断

層(上杉・米沢,1987)があり、これらの断層は御殿場泥流(約 2600 年前)に覆われており、曽我原

地点で確認された断層活動 1(650～900 年前)、断層活動 2(約 2000 年前)には活動していないこと

がわかっています。しかし、これらの断層は更新世後期～完新世という新しい地質時代に活動し

ており、曽我原地点の断層活動 3(約 2600 年前)や断層活動 4(2600～4000 年前)の時に活動しなか

った証拠はありません。そこで、最大限に神縄・国府津－松田断層帯の範囲を考えれば、国府津

－松田断層、松田北断層、日向断層、平山断層の北半部を一連の断層とみなすことになります(図

1)。その長さは国府津から山北町平山の断層露頭付近までの約 16km で、その南延長は相模湾海

底に延長します。したがって、神縄・国府津－松田断層帯の長さは 16km+海域の断層となります。 

国府津－松田断層の上下方向の平均変位速度は約 6000 年前の海成層の変位量と箱根－東京軽

石流の変位量から約 3mm/年とされています(松島,1982;山崎・水野,1999)。3 ㎜/年の平均変位速

度と今年度の調査でわかった平均活動間隔を用いて 1 回あたりの上下変位量を求めると、約 3.O

～3.3m となります。この値は曽我原地点で見られる低断層崖の高さである 1.6m よりも大きいの

ですが、断層周辺の広範囲の変形を含んでいると思われます。 

地震規模については、1 回あたりの上下変位量とマグニチュードの松田式 1ogD＝O.6M-4.0 を用

いれば、1 回あたりの上下変位量が 3.Om～3.3m なので、M＝7.5 となります。これは従来の予想

規模より小さくなります(神奈川県,2004)。 

 

３． 三浦半島の活断層 

三浦半島には北西～南東方向にほぼ平行する活断層があり、北から衣笠断層、北武断層、武山断

層、南下浦断層、引橋断層と呼ばれています。これらの活断層は、その方向が似ていて距離が近

く、たくさんの尾根や谷が横方向に食い違うという右横ずれを主体としている共通性から、一括

して一つの断層帯とみなす意見があります(太田,1999)。これらの活断層群はプレート境界であ

る相模トラフ、あるいは神縄・国府津－松田断層の活動と連動している可能性が指摘されていま

す(杉村,1974)。三浦半島活断層群については神奈川県および横須賀市によって詳しい調査が実

施され、いずれも活断層であることが明らかになりました。また、最新活動時期や活動間隔に関

する情報も得られています(神奈川県,2000,横須賀市,1997,1999,2000 など)。その結果、宮田台

地の北側にある衣笠、北武、武山の 3 断層は、南側の南下浦、引橋の 2 断層とくらべて延長が長

く、活動間隔が短く、最新活動時期が新しいことがわかってきました。そこで、北側の 3 断層を

三浦半島北断層群、南側の2断層を三浦半島南断層群と呼ぶことにしています(神奈川県,2001)。 

 

（１）三浦半島北断層群 

三浦半島北断層群は、それぞれの長さが 1Okm～15km で、活動度が A～B 級の活断層です。これ

までに多くのトレンチ調査(写真 2)が行われ、最新活動は衣笠断層で 2800～1400 年前、北武断層

で 1500～1000 年前、武山断層で 2200～2000 年前とされています(神奈川県,2001)。 

三浦半島北断層群を構成する 3 断層を独立して評価した場合には、衣笠断層は次の活動までに

数千年以上の時間があると考えられますが、北武断層と武山断層は最新活動時期が活動間隔に極

めて近いことから、近い将来に活動が起こる可能性が考えられます。また、3 断層が地下で 1 つ

の断層に収斂していると考えた場合には、平均活動問隔は約 1600～1000 年と、さらに短くなり、

近い将来に活動が起こる可能性が高くなります。 

地震規模としては、松田(1975)の経験式から、衣笠断層で M6.7、北武断層は M6.7、武山断層

は M6.7～7.2 が推定されています。3 断層が収斂している場合、断層長は 20km 程度となり M7.0、

あるいは武山断層で確認された単位変位量の最大値 2m から M7.2 と推定されています。 



（２） 三浦半島南断層群 

三浦半島南断層群を構成する南下浦断層・引橋断層の断層長は短く、それぞれ3.7km以上、1.9km

で、活動度は B～C 級です。神奈川県(2000)の調査結果によると南下浦断層の最新活動時期は 2.2

万～2 万年前、引橋断層では少なくとも 6100 年前以前です。このように、三浦半島南断層群は三

浦半島北断層群に比べて、断層長は短く、活動度も低く、近い将来に活動する可能性は低いと考

えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 武山断層、津久井トレンチ(横須賀市津久井) 

横須賀市津久井において横須賀市が掘削したトレンチでは、腐植層(黒い地層)を挟む砂礫層が撓

みながら断層で切られ、約 5500 年前以降に 3 回の断層活動が認められた。また、最新活動は 2200

～2000 年前であることがわかった。 

 

４． 伊勢原断層 

伊勢原断層は神奈川県の中央部、津久井町から清川村、伊勢原市をとおり平塚市に達する長さ

約 20km の活断層とされ、AD878 年(元慶 2 年)の相模・武蔵の地震(M7.4)の震源とされていました

(松田ほか,1988)。神奈川県(1996)の調査結果で清川村煤ヶ谷以北については活断層と認められ

なかったので、伊勢原断層の全長は清川村煤ヶ谷から平塚市北金目までの約13km となりました。

伊勢原断層は東傾斜 50～60゜の東上り逆断層で地表下浅部では単一の断層線ではなく、複数の小

断層に分岐していて、必ずしも地表近くで地層は切れずに傾動したり弱いたわみの構造を示しま

す。トレンチ調査の結果、最新活動時期は 2000 年前以降、AD1707 年以前であることがわかりま

したが、活動時期を AD878 年の地震に特定することはできませんでした。平均変位速度は千年あ

たりO.2～0.3m(活動度B級)、1回の変位量は約1m以上と推定されています。平均活動間隔は3300



～5000 年以上で、次の活動までには千数百年以上の時間があると考えられています。 

 

５. 秦野断層 

秦野盆地の関東部には活動度 A～B 級の秦野断層があります。秦野断層は北上りの主要な秦野

断層のほかに、下宿断層、八幡断層、戸川断層、三屋断層の 5 つの断層群に細分され、段丘面が

逆断層によって撓んでいます。トレンチ調査では秦野断層の本体を確認することができませんで

したが、副次的な断層が確認され、約 1.7 万年前に活動したことがわかりました。したがって、

秦野断層本体の活動時期は約 1.7 万年前あるいはそれ以降となります(神奈川県,1999)。 

秦野断層を構成する 5 つの断層とも、断層長に比較して著しく平均変位速度が大きいことがわ

かりました。また、断層変位の累積も認められることから地震を起す断層の可能性もあります。

しかし、隣接した場所に神縄・国府津－松田断層帯もあることから、その活動に付随して連動し

てきた可能性もあります。 

 

６. 渋沢断層 

渋沢断層は秦野盆地と大磯丘陵との境界にあり、南上り、活動度は A～B 級の活断層です。渋

沢断層はその平面形の不連続から、渋沢西断層、渋沢東断層の 2 つに細分されています(神奈川

県,1999)。また、断層線が凸に張り出していることから、南上りの逆断層と推定されています。

渋沢断層については浄水場工事の際に 2500 年前以降に活動した活断層があるとの報告(長瀬ほ

か,1966)がありました。神奈川県はこの断層を再観察するためトレンチ調査を行ないました。し

かしトレンチでみられた地層の不連続が断層による可能性はあるものの、旧流路跡である可能性

も否定できず、最新活動時期と確定することができませんでした。しかし二つの断層とも 1～2

万年前の河成段丘に 15m もの上下変位を与えているので、渋沢断層は 1 万年前以降にも活動した

と考えられます。 

渋沢断層の 2 つの断層も断層長に比較して著しく平均変位速度が大きく、秦野断層と同様に隣

接する神縄・国府津－松田断層帯の活動に付随して活動する可能性があります。 

 

７. 補足説明 

地震調査研究推進本部では神奈川県等の調査結果から、三浦半島断層群及び伊勢原断層の長期

評価をし、次のとおり公表しています。 

 

表３ 地震調査研究推進本部による長期評価(抜粋) 

地震発生確率 平均活動間隔 
断層帯名 

長期評価で予想

した地震規模 30 年以内 50 年以内 100 年以内

我が国の主な活断層

における相対的評価 最新活動時期 

1600～1900 年程度 三浦半島断層群

(主部:武山断層

帯) 

6.5程度もしくは

それ以上 
6%～11% 9%～20% 20%～30%

我が国の主な活断層

の中では高いグルー

プに属する 
約 2300 年前～1900 年前

1900～4900 年程度 三浦半島断層群

(主部:衣笠・北武

断層帯) 

6.7程度もしくは

それ以上 
ほぼ 0～3% ほぼ 0～5% ほぼ 0～10%

我が国の主な活断層

の中では高いグルー

プに属する 
6～7 世紀 

4000～6000 年程度 
伊勢原断層帯 7.O 程度 

ほぼ 0～

O.002% 

ほぼ O～

0.004% 

ほぼ 0 ～

0.01% 
－ 

5 世紀～18 世紀初頭 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ なぜ活断層が注目されているのですか。 

Ａ 阪神・淡路に大きな被害をもたらした兵庫県南
部地震は、野島断層を含む六甲・淡路断層帯が活動
したことにより発生しました。このように活断層が
活動することによって地震が発生し、多くの被害が
発生することから、活断層の位置や活動間隔などが
注目されているのです。 
 
Ｑ 活断層とは何ですか。 

Ａ 最近の地質時代(約30万年前から現在)に繰り返
し活動し、今後も地震を発生する可能性がある断層
です。地形・地質に上下方向のずれや横ずれを生じ
させています。活断層には掛かる力によって、次の
とおりに分類されます。 

Ｑ なぜ活断層があるとわかったのですか。 

Ａ 活断層は最近の地質時代に繰り返し活動するた
め、地形に特有の痕跡(尾根や谷が水平方向にずれた
り、本来平らな地形に不連続があることなど)が残っ
ています。 
それらを空中写真を観察することによって発見し、活
断層の位置を特定します。 
 
Ｑ 県内に何本活断層があるのですか。 

Ａ 神奈川県は全国でも有数の活断層が多い地域で
す。活動が活発な A 級活断層が 10 本、それ以外にも
B 級活断層、C 級活断層が 20 本前後存在します。 
 
Ｑ いつ地震が発生するかわかるのですか。 

Ａ 活断層調査の方法にトレンチ(掘削)調査があり
ます。これは活断層の直上に溝を掘り、活断層を直接
観察するものです。これにより、過去何年前に断層が
動いたのかがわかり、その活動間隔と最新活動時期か
ら、今後おおよそ何年後に地震が発生するかがわかり
ます。しかし、地層の年代をきめる精度と地震発生メ
カニズムが正確にわかっていないので何年または何
十年という精度で決めることはできません。 
 
Ｑ 活断層上に家がありますが、危険ですか。 

Ａ 地震が発生した場合、活断層の上では量大数 m
の地面のずれが生じ、建物を破壌したりすることがあ
ります。 
従って、断層直上の建物は断層のずれによる被害を受
けます。しかし、地震動による被害は活断層上だけで
はなく広範囲に及びます。地震動の強さは、断層(震
源域)からの距離だけでな<、地盤の違いによる影響も
大きいものです。 
 
Ｑ 活断層からどのくらい離れていれば安全ですか。

Ａ 発生する地震の規模や地盤の状況により、何とも
言えません。阪神・淡路大震災で大きな被害を被った
のは活断層上だけではなく、むしろ神戸の沖積平野の
幅数㎞にわたる地域でしたが、台湾の集集地震(2000
年)では活断層の直上および隆起側の幅約 100m の範
囲に被害が集中しました。また、活断層から離れてい
ても地盤の悪い所では大きな被害が生じました。 

活断層の基礎知識 

Ｑ なぜ活断層ができるのですか。 

Ａ プレート運動によって、地殻内に歪がたまり、地
殼内でその歪を解消するため岩盤のズレ(震源断層)
が生じ、それが地表面に現れたのが活断層(地表地震
断層)です。
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